
■観光・レクリエーション施設と公共交通の連携

■広域公共交通ネットワークの形成

■ICTを活用した案内や運行形態の導入

■持続可能な公共交通の確保

・観光客の移動に対応した公共交通ネットワークの確保

・定住自立圏や周辺市町との交流に対応した広域的な公

共交通ネットワークの確保

・交通結節点で市内や都市間の交通手段を有機的につな

ぐ交通体系の構築

・AIデマンドバス等新たな運行形態の導入

・経路検索やバスロケーションシステムの継続による利

便性の確保

・運転手等の担い手不足の解消に向けた取り組みの実施

・ネーミングライツやスポンサー契約等による歳入源の

確保

■地域のニーズに対応した公共交通ネットワークの確保

・高校生の通学や高齢者の日常生活での移動に対応した

公共交通ネットワークの確保

・地域特性に適した公共交通手段の確保

・福祉部局と連携した移動手段の検討

第３次美濃加茂市地域公共交通計画 骨子案

美濃加茂市全域
（隣接市町との連携は個別に協議調整）

計画の区域･期間

計画区域

計画期間

利用実態・ニーズの把握と課題整理

前計画の評価・検証

■通学・高齢者の足の確保

・あい愛バス等の公共交通機関は、車を利用でき

ない高校生の通学や高齢者等の日常生活に必要

不可欠であり、今後も維持していく必要がある。

・人口や需要等、各地域に適した公共交通を確保

する必要がある。

■広域移動ニーズへの対応

・日常生活での市境を越えた需要が大きいことか

ら、都市間交通を維持するとともに、路線間を

接続し、広域公共交通ネットワークを構築する

必要がある。

■観光・レクリエーション施設へのアクセスの確保

・観光客が市内の観光施設等にアクセスしやすい

ようにするため、観光施設へのアクセス手段を

確保する必要がある。

■ICT技術の活用

・利便性や効率性の向上を図るため、公共交通分

野にもICT技術を取り入れていく必要がある。

■公共交通の維持

・運転手等の担い手不足、人件費や物価高騰に伴

う運行経費増加が進む中でも、公共交通を確

保・維持していく必要がある。

計画の基本的な考え方

■公共交通を取り巻く環境

・人口は市南部で増加傾向、市北部で減少傾向にあり、地域によって差がみられる。

・市全体の人口では令和12年をピークに減少に転じる見込みで、高齢化も見込まれている。

・運転手不足が深刻化し、物価や人件費の高騰に伴い運行経費単価が増加している。

・AI技術や自動運転などの交通DXや、環境にやさしい車両などの交通GXといった交通に関
する様々な先進技術が全国で利用されはじめている。

■公共交通の利用状況・利用者ニーズなど

・市内の大部分は鉄道・バスがカバーしており、駅･バス停圏域人口割合は83％と高い。

・あい愛バスの利用者は一貫して増加している一方、利用者の満足度はやや低下している。

・鉄道の利用者は横ばい、東鉄バス八百津線の利用者は減少が続いている。

・あい愛バス利用者の満足度は「運賃」・「運転手の対応」が高い一方、「運行時間
帯」・「運行本数」・「乗り継ぎ」が低い。（利用者アンケート）

・あい愛バスの支線(5路線)は、路線によって需要の大きさが異なるものの、1日8便の同
水準で運行されている。

・市内の主要な観光レクリエーション施設を経由する3公園連絡線は利用が低迷。

・通勤者の50%、通学者の57%が市外に通勤通学しており、市外への移動ニーズが大きい。

・周辺市町から美濃加茂市への通勤通学も比較的多く、日常生活において広域移動が多い。

■まちづくりの方針

・まちの中心部と各地区との間をコミュニティバスを主とした公共交通で結び、市内の誰
もが便利で快適に暮らすことができる「コンパクト・プラス・ネットワークのまち」を
目指している。（立地適正化計画）

・「ウォーカブルシティミノカモ～すべての健康のために歩き続けるまち～」を掲げ、健
康な心、体、社会の実現を目指しているおり、公共交通は健康な移動手段として重要と
なっている。（第6次総合計画)

主な調査等

・住民アンケート調査

・地域懇談会（ワークショップ）

・利用者アンケート調査

・観光施設来訪者ヒアリング調査

・事業者ヒアリング調査

・あい愛バス利用状況調査（日報分析）

・人流データ調査

第２次地域公共交通網形成計画(R2～R7) 評価指標
目標値

(令和7年度)
実績値

(令和6年度)

- 年間利用者数

鉄道(市内駅乗車人数) 170万人 (R5)144万人

路線バス(東鉄バス八百津線) 14,000人 8,116人

あい愛バス 120,000人 149,624人

目標１
乗り継ぎに
関する不満度割合

乗り継ぎの際の待ち時間 28%未満 28.6%

乗り継ぎに関する情報や案内 14%未満 17.9%

目標２ 公共交通の利用割合 35%以上 26.3%

目標３ 主要観光施設入込客数 110万人 109万人

目標４

あい愛バス運行に係る
利用者１人当たりの行政負担額

1,204円以下 1,172円

地域住民等が主体
または地域住民等と連携した取り組みの件数

2件/年以上 12件

現況・ニーズ調査からわかったこと 美濃加茂市における公共交通の課題 目標

令和８年度～令和１２年度（５年間）

・あい愛バスの利用者数は増加傾向にあり、年間利用者数や利

用者1人あたりの行政負担額は目標を達成しましたが、乗り継

ぎに関する不満割合は達成できていないため、乗継利便性の

向上を図る必要があります。

・路線バス(東鉄バス八百津線)は利用者が大きく減少しており、

今後の持続可能な広域公共交通の確保について検討する必要

があります。

・観光施設入込客数は概ね目標値に達しており、引き続き観光

部局とも連携し、公共交通の利用促進を図る必要があります。

・地域住民等と連携した取り組みは、目標値を達成しており、

引き続きバスと触れ合う機会を創っていく必要があります。

資料１

1

【目指す交通将来像】

「安心・安全で便利な公共交通をみんなで育み、

いつまでも健康で豊かに暮らせるまち」



機能分類 路線等

公共交通軸
JR高山本線・太多線
長良川鉄道

地域交流交通
東鉄バス八百津線
あい愛バス･AIデマンドバス等

個別輸送 タクシー等

機能分類 路線等

公共交通軸

JR高山本線･太多線・長良川鉄道
【役割】
・周辺都市・地域との広域的な都市間移動の
機能を担います。

【水準】
・都市間の移動需要に対応した運行本数を確
保します。

地域交流交通

東鉄バス八百津線
あい愛バス(古井駅-可児川駅線)
【役割】
・鉄道を補完し、広域的な都市間移動の役割
を担います。

【水準】
・通勤･通学に利用しやすい運行を確保します。
あい愛バス(まちなかぐるっと線)
【役割】
・美濃太田駅や中心市街地の主要施設を結び、
市内の回遊性を高める役割を担います。

【水準】
・日中に1時間に1本程度運行し、できる限り
他路線との接続も確保します。

あい愛バス(支線系統)･AIデマンドバス等
【役割】
・美濃太田駅や中心市街地と地域の生活拠点
を結び、地域の日常生活の足として、商業施
設、医療施設等へアクセスするための移動手
段を担います。

・地域に適した新たな運行形態導入も検討し
ます。

【水準】
・地域の需要に合わせ、買い物や通院等に利
用しやすい時間帯の運行を確保します。

個別輸送

タクシー・福祉有償運送等
【役割】
・鉄道やバスではカバーしきれない、個別の
移動ニーズに対応する役割を担います。

【水準】
・個別の移動ニーズに柔軟に対応できるサー
ビスを確保します。

目標達成のために行う事業

■地域のニーズに対応した公共交通ネットワークの確保

・鉄道・バスの継続運行

・地域のニーズにあった路線見直し

＞コミュニティバスの路線・ダイヤの見直し

＞新たな運行方式（デマンド型交通等）の導入

・みのかも定住自立圏公共交通基本構想との連携

・利用促進のための情報提供

・関係団体との連携による公共交通の利用促進

■観光・レクリエーション施設と公共交通の連携

・観光目的での来訪者への情報提供

・観光に利用しやすい公共交通の確保

■広域公共交通ネットワークの形成

・持続可能な都市間交通の確保

・交通結節点の機能強化

・乗り継ぎ環境の改善

■ICTを活用した案内や運行形態の導入

・ICTを活用した利便性向上策

＞経路検索システム・バスロケーションシステム

＞キャッシュレス決済

＞GTFSデータの作成・更新

・デジタルサイネージによる情報提供

・AIデマンドバス等の導入検討

・自動運転の調査・研究

■持続可能な公共交通の確保

・運転手の求人サポート

・企業と連携した公共交通の利用促進

・市民による公共交通利用促進の活動支援（出前講座等）

目指す将来の地域公共交通ネットワーク

機能分類・路線の位置付け

各路線の役割とサービス水準

ネットワークイメージ

美濃太田駅

古井駅

可児川駅

あい愛バス
(古井駅-可児川駅線)

あい愛バス
(まちなかぐるっと線)

あい愛バス(支線系統)
AIデマンドバス等
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評価指標
現況値

(令和6年度)
目標値

(令和12年度)

指標１ あい愛バス年間利用者数 149,624人 174,000人以上

指標２ 公共交通利用分担率

通勤 5.8％ 5.8％以上

通学 39.8％ 39.8％以上

買い物 1.4％ 1.4％以上

通院 7.5％ 7.5％以上

指標３ 乗り継ぎに対する不満度
待ち時間 30.2％ 30.2％以下

情報･案内 19.6％ 19.6％以下

指標４ 観光施設最寄りバス停年間乗降者数 5,340人/年 6,300人/年以上

指標５
利用者1人あたりの
あい愛バスの年間行政負担額

1,172円/人 1,172円/人以下

指標６ 利用促進事業実施件数 2件/年 2件/年以上

指標７ 地域懇談会実施件数 12件/年 2件/年以上

計画の達成状況の評価

計画の評価指標

・施策の実施による効果を計測するため、下記の評価指標を設定します。

指標１

・利便性向上策や利用促進策の効果を確認するため、あい愛

バスの年間利用者数を評価指標とします。

あい愛バス年間利用者数

算定方法

・あい愛バスの年間利用者数（全路線の合計人数）（バス事業年度：10月～9月）

目標値の設定根拠

・美濃加茂市第6次総合計画の目標値と同水準の目標値を設定します。同計画では、毎年4,000人
ずつ増加させることを目指し、令和11年度の目標値を170,000人としています。本計画の目標年
度は令和12年度であるため、さらに4,000人を増加させた174,000人を目標値として設定します。

指標２

・日常生活で公共交通を利用する人の割合の増加状況を確認するため、外出目的ごとの公共交通

分担率を評価指標とします。

公共交通分担率

算定方法

・住民アンケートで通勤・通学・買い物・通院
の際の利用交通手段を算出（各外出について
利用交通手段を複数回答で聴取し、1つ以上公
共交通を選択した人の割合）

目標値の設定根拠

・現在よりも公共交通を利用する市民の割合が
高まることを目指し、現況値以上の割合を目
標値として設定します。

指標３

・さまざまな公共交通機関を交通結節点で結ぶ

ネットワークの利便性について評価するため、

乗り継ぎに対する不満度を評価指標とします。

乗り継ぎに対する不満度

算定方法

・住民アンケートで、乗り継ぎに対する不満度、乗継の情報・案内に対する不満度の割合（不満
またはやや不満と回答した割合）

目標値の設定根拠

・結節点機能の強化により、現状よりも不満の割合が低下することを目指し、現況以下の割合を
目標値として設定します。

指標４

・観光目的での利用者数の増加状況を確認するため、観光施

設最寄りバス停の乗降者数を評価指標とします。

観光施設最寄りバス停年間乗降者数

算定方法

・観光施設最寄りバス停（ぎふ清流里山公園、リバーポートパーク美濃加茂、みのかも健康の森
園内、みのかも健康の森、中山道会館）の年間乗降者数の実績値

目標値の設定根拠

・指標１であい愛バスの利用者数を16％増加させることを目標としています。その中で観光目的
の利用者を特に増加させることを目指し、6,300人/年を目標値として設定します。

指標５

・行政負担額のバランスを確認するため、あい愛バスの利

用者1人あたりの年間行政負担額を評価指標とします。

利用者1人あたりのあい愛バスの年間行政負担額

算定方法

・年間市負担額(実績値)を年間利用者数(実績値)で割り算出

目標値の設定根拠

・物価高騰や人件費高騰に伴い経費が増加する中でも、利用者の増加により利用者1人あたりの行
政負担額を維持できるよう、現況値以下の金額を目標値とて設定します。

現況値
(令和6年度)

目標値
(令和12年度)

149,624人 174,000人以上

現況値
(令和6年度)

目標値
(令和12年度)

通勤 5.8％ 5.8％以上

通学 39.8％ 39.8％以上

買い物 1.4％ 1.4％以上

通院 7.5％ 7.5％以上

現況値
(令和6年度)

目標値
(令和12年度)

待ち時間 30.2％ 30.2％以下

情報･案内 19.6％ 19.6％以下

現況値
(令和6年度)

目標値
(令和12年度)

5,340人/年 6,300人/年以上

現況値
(令和6年度)

目標値
(令和12年度)

1,172円/人 1,172円/人以下
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計画期間
実施項目

令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

施策実施の確認

実施内容の評価

目標の達成状況の評価

課題共有

改善と反映

ＰＤＣＡサイクル実施体制

・計画期間中、施策の実施による効果の検証、路線ごとの課題や改善策の検討を行うため、

下記項目について毎年モニタリングを実施します。

モニタリング指標（路線別）

[実績データ]
・年間利用者数
・1便あたり利用者数
・利用者1人あたり市負担額
・収支率
・経常収入
・市負担額
[アンケートデータ]
・乗り継ぎに対する不満度

事業実施

実施状況の
確認･評価

評価指標の
チェック

実施の
課題共有

次年度実施の
改善と反映

反映

(毎年度評価)

実施状況による評価

モニタリング

次期計画の検討

反映 反映反映

(毎年度評価) (毎年度評価) (毎年度評価) (最終評価)

月
内容

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

美濃加茂市地域公共

交通活性化協議会

主な行事

実施事項

● ●

※
次年度予算要求

★
第三者評価委員会

★
次年度
確保維持改善事業
(補助申請)

前年度の事業評価に
基づく改善と反映

Ｃ Ｐ

次年度事業計画の検討

Ｃ

Ｄ

事業実施

Ａ

実施状況の
確認･評価

課題共有

改善検討

自己評価

二次評価

Ａ

モニタリング指標

評価指標による評価

利用者アンケート調査市民満足度調査

補助事業の検証

■計画期間のスケジュール

■年間スケジュール

■市民満足度調査

・毎年実施している市民満足度調査で、公共交通の評価に関する設問を追加して評価を行

います。

■利用者アンケート調査

・毎年実施しているあい愛バス利用者を対象としたアンケート（ＷＥＢ含む）にて、利用

者の満足度等を評価します。

・毎年モニタリングによる評価を行い、課題を検討するとともに、必要に応じて計画（事

業）の改善を図り、ＰＤＣＡサイクルを実施します。

指標６

・公共交通利用促進事業の実施状況を確認するため、利用促

進事業実施件数を評価指標とします。

利用促進事業実施件数

算定方法

・公共交通の利用促進事業（出前講座、説明会等）の開催件数をカウントします。

目標値の設定根拠

・半年に1回以上開催することを目指し、2件/年以上を目標値として設定します。

指標７

・地域との意見交換の実施状況を確認するため、地域懇談会

実施件数を評価指標とします。

地域懇談会実施件数

算定方法

・地域と公共交通について意見交換を行う地域懇談会等の開催件数をカウントします。

目標値の設定根拠

・半年に1回以上開催することを目指し、2件/年以上を目標値として設定します。

現況値
(令和6年度)

目標値
(令和12年度)

2件/年 2件/年以上

現況値
(令和6年度)

目標値
(令和12年度)

12件/年 2件/年以上
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